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たに8件のソグド語 ・ウイグル語の手紙文を発見 していた.こ れらの手紙文は
いずれもマニ教徒 に関係するものであ り,その中央アジア史研究上の重要性
は,そ れらが中華人民共和国の一級文物(国宝)に指定されていることからも知





その後,日 本側 と中国側が個別に研究を進め,日 本側は1996年に最終原稿を
(135)




『研究』には吉田によるソグ ド語の手紙のテキス ト・翻訳 ・訳注 ・語彙,森安
によるウイグル語の手紙のテキス トと翻訳以外に,関 係の専論 として榮新江の











の指摘は全 くの誤解である.確 かに個々の文字が,一 字一字別々に縦書きされている
ことは奇妙だが,銘 文⑤や森安 『マニ教史』Pl.XIVに掲載されたアルファベット表に
見られるように,類例がないわけではない.何 よりも,ウイグル文字ウイグル語で確
実に解読 ・解釈で きる以上,あ えてブラーフミー文字に結びつける必然性は全くな
い.こ こから得られる教訓はむしろ,Skjaervφ氏のような優秀な研究者でさえ,銘文
の文字について誤った判断を下すことがあるということであ り,この種の銘文の判読




摘 した『マニ教史jを発表した約1年 後から,ト ゥルファン盆地の仏教遺蹟中には極め
て多数のマニ教窟がベゼクリクのみならず トヨク石窟やセンギム石窟などにもあ り,
それはマニ教研究史上屈指の発見であるという大々的キャンペーンを中国国内のマス
コミを通 じて開始する一方,『マニ教史』の成果を曲解 した論文を発表 し始めた.しか









に添えられている.日 本語の原稿 を中国語に翻訳 したのは柳洪亮氏であった.
ただし,刊行 された『研究』には二つの大 きな問題が残 ることとなった.第 一
の問題は,文書のローマ字転写テキス トの誤植である.第二の問題は,文 書テ
キス トの日本語訳文が中国語 に翻訳された際,必 ずしもその文意が正確 に伝え





これら二つの問題 を同時に解決するには,我 々が用意 した原稿 を日本語版 と
して提出することが最も容易である.そ こで本稿では,『研究』で我々が担当 し
た部分のうち,最重要と考えられるソグ ド語とウイグル語の手紙のテキス トと
/マ ニ 教 徒 手 紙 文 が 見 つ か っ た 第65窟(グ リ ュ ン ヴ ェ ー デ ル は未 発掘 ゆ え編 号 な し)と
を挙 げて お いた(『マ ニ 教 史 』pp.28-29).さらに吉 田 は,ベ ゼ ク リ クの 第8窟 も明 らか
に マ ニ教 窟 であ る こ と を マニ 文 字 銘 文 の 存 在 か ら実 証 した(吉 田豊 「新 彊 維 吾 圷 自治 区
新 出 ソ グ ド語 資 料 」「内 陸 ア ジ ァ 言 語 の研 究 』6,pp,58-59).しか なが ら,ト ヨ ク石
窟 や セ ンギ ム石 窟 にマ ニ 教 窟 が 存 在 した こ と を,文 字 資 料 に よ らず 図 像 学 的 観 点 の み
か ら主 張 す る晃 氏 には,我 々 は賛 同 で き ない.『 研 究 』に収 め られ た セ ンギ ム 石 窟 に 関
す る柚 洪 亮 氏 の 論 文 は,こ の 点 で 我 々 の 見 方 に きわ め て 近 い もの で あ る.ま た,ト ヨ
ク石 窟 につ い て も,既 に 山 部 能 宜氏 に よ っ て ク リ ア な晃 説 批 判 が行 な わ れ て い る.C£
N.Yamabe,"Thehnplica廿onsoflhe"Manichean"cavesatToyok,Tu血n,forlheorig血ofthe
G麗απw〃ゴαη8訥oμ露π8ノ'Ih:D.Tokunaga(ed.),ACo溺p7εゐθπ∫∫vθ∫餌4y(ガ1～θππyo,Kyoto
l997,pp.280-250(revcrsepaghla並on).なお,森 安 は1998～1999年の在 外 研 究 中,ロ ン
ドン大 学 のSOASと ベ ル リ ン科 学 ア カ デ ミ ー にお い て 講 演 を行 な った 際,こ の 問 題 に
も触 れ,晃 華 山 氏並 び に ドイ ッの 故 ク リ ム カ イ ト教 授 が トゥル ファ ンに多 数 の マ ニ 教
窟 が存 在 す る と主 張 して きたの は行 き過 ぎで あ る旨 の コ メ ン トを した.CfT.Moriyasu,
"T』eWesIUighurKjngdomandTun-huangaroundthelOlh-lhhcentudes."Bθr∫ch'θ麗履





のテキス トと解釈 については,今後は本稿を参照 して頂 くよう希望する.な お
本稿 だけを読んで も,件の8通の手紙に関する研究経過や歴史的背景がある程
度理解 されるように配慮 して,『研究』の記事 とい くらか重複することを顧み








合的な研究(仮題 『ウイグル文手紙文書集成』)を準備 しつつある.本稿 におけ
るウイグル語手紙文のテキス ト転写は,将 来の総合的研究の準備として,『研
究』に提示 したものに若干の改訂を加えたものである。本稿では特に欧米の研究
者の便宜を考えて,そ の新 しい転写方式 と,若干のテキス ト注とを英語で掲載
する.
2.新 出マニ教徒 手紙文の 内容 と価値
『研究』並びに本稿の対象 となった8件 の文書は,中央 アジアのマニ教徒が残


















手紙A[81TB65=1】135行,ソグ ド文字,ソ グ ド語.あ る地方のマニ教団
の長である払多誕シャフルヤール ・ザーダグから,高昌Qoこo地方のべゼクリ
クにいて西 ウイグル王国全体のマニ教 団を統括 している東方教区の慕閣マー






た夏の都 ビシュバ リクである.この手紙 と次の手紙Bに は,直 径約5cmの丸
い朱印が押捺されている.手紙Aで は,紙縫 と行下げがある部分に,2箇所ず
つ押捺 されている.印影 は,円形の内側 を4本の線で区切り,中央にできた正




やは り慕閣に対 しては最大級の賛辞が送られるほか,マ ニ教徒にとって最も大




の具体的内容を報告 している.日付は正月六 日月曜 日である.こ の手紙には6
箇所に朱印が押捺 されている.そ れらは,行下げがある部分 と,それ以外の場
所に適当に散らばって捺されていて,そ のあり方は手紙Aと は少しく異なって
いる.印影は手紙Aの ものとほぼ同じであるが,中 央の正方形の中のデザイン
は明瞭で,人 の顔が確認できる.こ れは類例から判断して,マ ニの顔であった
と考えられる.残念なが らここでも4つの円弧の中の文字 らしきものは判読で
きない.




手紙D【81TB65=4】23行,ウイグル文字,半 楷書体,ウ イグル語.ウ イグ









(5)戒 月 に つ い て は,次 の2論 文 を 参 照.森 安 「ウ イ グ ル 文 書 筍 記(そ の 二)」 『内 陸 ア ジ






ル語の手紙の定型的挨拶文 を多 く含み,か つマニ教徒独特の挨拶の文句を持
つ.内 容 は宗教的なのか商業的なのか,迷 うところであるが,18行目に「供養
像」という語が見えるので,マ ニ教団に関わる用件 も問題になっていることは閤
違いない.
手紙F【81TB65:6】33行,ウイグル文字,半 楷書体,ウ イグル語,差 出人




手紙G【81TB65=714行,ウイグル文字,半 楷書体,ウ イグル語.ク トル
グ王子というウイグル貴族 よりインチュ ・タシュ尊長 と呼ばれるマニ僧宛ての
手紙 キーワー ドはバシュ ・オゲ城 またはパルス ・オング城.バ シュは「頭」,
オゲは高官の称号,パ ルスは「虎」,オングは「母」の意味であるが,中央アジア
に適当な都市を比定で きない.
手紙H【81TB6538】7行,ウイグル文字,半 楷書体,ウ イグル語.テ ユズ
ン ・テングリム ・タルカン宛ての手紙 タルカンという有名な称号が男性だけ
のものではなく,女性にも使われることを証明 していて興味深い.
一般に トゥルファン出土文書は何語あものであれほとんどが断片であるが,
今回の手紙文は洞窟の特殊な場所に秘蔵 されていたため,ト ゥルファン文書 と
しては破格に保存状態が良いうえに,8件 中6件 が長文である.マ ニ教徒の手
紙文がこれだけまとまって出土 したことは世界的に見ても異例であり,その内





言語学的には,既 に死滅 したソグ ド語の資料が大幅に増 えるだけでな く,ソ
(豆41)
グド語 としては最 も遅い時期に属する10世紀前後の実態が従来にも増 して明ら
かになって くる.例 えば支配者の言語であるウイグル語の影響が,公 的なもの
より私的な手紙 に強 く現 われていることなどは,社会言語学的にみても興味深
い現象である.また,類 似の手紙が断片として トゥルファンの他の遺蹟から出
土 してお り,今回の研究対象となった完本と比較することによって,そ れらの
理解が飛躍的に発展す る.特 にウイグル語については類似の手紙が同時期の
トゥルファン ・敦焼両文書群の中からも相当数抽出 ・発表されてお り,書式な
どの比較を通 じて従来の不明部分が解明されるのである.
また,歴 史学的にも,10世紀の西ウイグル王国とマニ教団との関係,マ ニ教
団 ・マニ教徒の日常的活動(宗教儀礼 ・信仰生活,遠 隔地商業など)に関する情
報 を伝 えるもので,第一級の史料的価値をもつ といえる.
3.出 土地点 と文書番号 の変遷
『研究』並びに本稿で扱 うマニ教徒の手紙の出土地点は,ベ ゼクリク千仏洞第
65窟である.そ の第65窟とは,『研究』の前言,p.2に指摘されているように





























の洞窟を指 している点では矛盾がない.こ の窟は,観 光客としてベゼクリクを















第二章 ソグ ド語のテキス トと和訳
以下にソグド語の手紙3通(A,B,C)のテキス トと和訳 を掲げる.ソ グド語の
テキス ト中の[角括弧]は文書の破損部を,(丸括弧)は部分的な破損部で文字
の残画が見えている部分 を示す.和訳では(丸括弧)は訳文を読みやす くするた
めに補った部分であ り,テキス トに対応する表現は存在 しない.上付 きの小さ
い数字はテキス トの対応する行数 を示す.テ キス トでも和訳でも,〈鍵括弧〉
は行間に挿入 された部分である.また***は 意味が不明で翻訳ができなかっ
たことを示す.詳 しくは 『研究』の方の注釈 を参照 して頂きたい.
手 紙A[81TB65:1]































































































































































































































































































































































































§1a神 々にも似た(お方に),神々か ら[完全 に栄光を受け取ったお方に,
御本人自らも]恩恵を分け与え下さる神 として姿を現わす(お方).仏[陀たちの
代理であ り,5つの](光の)要素の象徴,3柱 の王権持てる神々の[意思]を完
成させるお方.明 るい「教会の栄光=ワ フマン」(の力)により勝利 し,勇敢で,
神聖になった(お方).5御自身も,汚れのない神聖な誉め言葉によって余すとこ
ろなく賞賛 された(お方).何千 もの人々を夜明けのない苦 しみから救 うお方.
何万 もの人々を終わ りのない至福へ と導 くお方.近 くでは無数の人々にすばら
(149)
しい恩恵を[与えるお方].遠くでは永遠 に不滅の[生命へ と](導くお方).10さ
らには私 ども一万番目の最も取るに足 らないしもべの身と生命の上に,自 由自
在の主人でありまた君主(であるお方).(我々 の)両(目の)瞳よりもすばらし
い(お方).慈悲深い母,慈 愛に富む父に も似て,神 聖な糧食 と支 えにより
(我々 を)養うお方.全 東方世界の太陽,す べての原人に由来する15一族の人々
の上に輝 く満月,王,我 々の御主人様,神 であ り我々への(神からの)使い,支
配する者,誉 められるべ き者,希 望を(かなえ)[恩恵を与えるお方],偉大な
リーダー,賞 賛され,[祝福 され,勝 利 し,]すばらしくまた生命力あふれた











にしている者,一 万番目の召[使,最 も取るに足 らない]しもべ,払 多誕シャフ
ルヤール ・ザーダグ及び[2]30種類の教団か ら慎み深 く[申しあげる言葉].
§33輝 く偉大な栄光に,世 にも珍 しい神聖な神格に遠 くから,まず最初
に,[脇の下に手を挟み]頭を地につけて,私 たちは,ち ょうど2つの明るい乗
り物に敬意が捧げられているように,敬意を捧げます.仏 陀の清い口で,全 て
の罪 と過ちを(告白し,あ なたの)大きなお慈悲で[容赦 し]35罪の許 しを(与え
て下 さるよう)お願い申し上げます.手 を(前に)交差 し,膝を[曲げて],教会








あ り支配者,よ く評価 された[可汗及び]崇高な王妃たち,崇高な王子たち[他
の国々の?]王たち,(自分の)魂を愛する聴者たち女の聴者たち[や他のものた





















知識 しかない(私たちは)御主人様の面前に立ち尽 くし,[…]誉 め言葉や賛
歌を捧 げるべきことがなすべき法であ りました.し か し[今この?]時,(この)
時間,知 らないうちに時間がまた過ぎてしまい[…]御 主人様の命令がなく
て,お そばに急 ぐことが[あ りませんで した].
§7b70さて大いなる敬意をもってどれほどか些細な[一 ・]賛歌 を(送
り)奉ります.年 頭のプシュヌ(月の)[新しい]日が来ることが幸多 く慶び多 く
[また ・6・]さ い先良 くあ ります ように.比類のないまた並ぶ もののない
[王…]神 々の王ズルワンから,3つ の不変のもの[5つ の偉大なものか
ら,]752つの(光輝 く)明るい乗 り物[から],6柱の王権 もてる[神々から],
生命を与える王イエス,さ らには各時代の仏陀たちから,また天の使いヤコブ
から,教 会の全守護者たち,天 使たち,守 護霊たちから,新 しい栄光 と幸運
が,[新しい喜び]と満足が,新 しい利益 と増大が,宗 教の新 しい[拡大]と80王
国の平安が,新 しい魂の[完成が3,そして身体の平安が[全教会]の上に,と り
わけ神 々に似た主である御主[人様の2]種類の人格の上に,備 えられますよう
に.か くして(主の)栄光が輝 き,(主の)[神神 しい]心が喜び歓喜 してあ りま
すように.主[である御主人様の]85幸運によって教会がその頭を掲げ,虚偽を
[打ち砕 きますように.誤 った]法が滅び消え去 り,な くな り見えなくなり[ま
すように.…]上 でも下でも,ど この場所でも教会の秩序が[… で]よ
り優れて(あります ように).









§7d%ま た外側 では[2種 の王 冠 に?]完 全 にふ さわ しい,神 々の権威 を
(地上で)執行す るもの,主 である ウイ グル[可汗]ご 自身が,祝 福 された一族 と
と もに,栄 光 にみちて[あ ります よ うに].(彼は また)百[年 も千 年 も]信仰 を
もち,喜 び満足 して,長 い[問生 きます ように].ioO神々と天使 たちが守護者で
あ り擁護 者であ ります ように.[…]害 と良 くない言葉が全教 会で[…]
の外,遠 くへ 撃退 され ます ように.主 であ る[御主 人様 のお力 に より?]完成,
愛,そ して分裂 のない ことが完全 に[達成 され ます よ うに].さ らに我[々 しも
べたちの]105心では把握 で きない,舌 で は語 れないような,ど んなすば らしい賛
歌があった として も[それ らが6柱 の王権持 てる]神々,生 命 を与 える王 イエス
自身[に よって](あなた様 に)捧[げ られ ます ように.主 であ る]御 主 人様 と
我々 しもべたちがみ んな[同様 に]恩恵 を見つけた者,望 みがかな えられた者 に
な ります ように.そ の ようにあ ります ように.そ の ように[あります ように.]
§8109さて新 しい 日のキ ャラヴァンが出発 しま した.[そ れで]lloこの どれほ
どか些細で,耳 障 りで,ぎ こちな く,慎 みのない[…]賛 歌,お 願 いの言葉
を(送 り)奉 りま した.な ぜ な ら我 々が[そ ち らに]行 くこ とがあ りませ んの
で.(ま たそのこ とで我 々に)罪 があ りません ように.
§9all2[そち らでは,神 々に似た主,]御 主 人様のおそば にい らっ しゃる同
胞 た ち[や 尼僧 た ち],払 多誕 ラー イマ ス ト ・ファロ ッホ を筆頭 に,フ ワル
シェー ド ・[… さ らに …]・115ム ルワー,シ ャー ド ・アルヤーマー ン,
(さらに)そ ち らに(い らっ しゃる)長老僧侶[お よび2種 類 の]教 団の栄光 に慎
み深 い礼拝,御 容赦,[免 罪 をお願い 申 し上 げ],慎 み深 く(そのお願い を)送り
ます,主 よ.
§9b田 こち らでは我[々,取 るに足 らない しもべたち]と ともにい る同胞 た
ち,ロ ーシ ャン ・プフル[… ウ ィグラー]シ シュヌ ・ウィス プフル,ペ ー
ローズ ・ウ ィス プフル,他 の[僧侶 たち及び]120****たち,(こ れ らの)すべ





































































































































































































































































力によって?)勝利 した(お方)。主であ り,偉大な栄光で輝 くリーダー.3



















§325偉大な神格に,仏陀の輝 く栄光に,そ して(光輝 く・)明るい集団へ.最




とお慈悲,御 容赦 と免罪をお願い申し上げます.も しさせて頂けるものなら
ば,大 いにお願いする心をもって,深 く尊敬し,とても謹んで,脆 き,手を(前
に)交差 して,と ても慎み深 く(敬意を)捧げます,35神に対す る飽 くことのな
い,燃 え盛 る愛 とともに.
§435もし神々に似た主である御主人様が幸運で,2種 類の明るい集団とと
もに,内(=出家)と外(在家)の秩序(ある集団)とともに,す ばらしく,安寧
であるならば,恩 恵を蒙る我々は満足 し,(修行に対する)倦怠感も有 りませ
ん.
§538(また御主人様の)栄光あるお姿 に(わが)身を覆われて,困 ったこと
もな く[…](我 々の)苦痛に耐えている肉体は⑳痛みなく整ってお ります.
(158)
§64。以前 の幸多 い人々が定めた(よ うに,マ ニ)教の良 き法 と決 まりで(次
の ように)定 め られてお ります.(す なわ ち)我々最 も取 るに足 らない しもべ た
ちは,本 人が毎 月,(そ ちらに)急いで行 き,月 々のお勤 やを捧 げるこ とになっ
てお ります.主 であ る御主 人様 の栄光 に些細 な現在 の(我 々 に関す る)ニ ュー
スを(送 りますので)お受 け取 り下 さい.(そ してそち らの事情が)自ずか ら明 ら
かになるお言葉 を[お 送 り下 さい],主 よ.神 々に45似た主 であ る御主人様 の偉
大 な栄光 に対 して,我 々は罪 を犯 している ことがあ.りません ように,主 よ.
§7a妬 冒頭 に私,し もべで ある払多誕マ ーニー ・ワフマ ンが戒 月のお勤 め
を捧 げます.4つ の賛歌 を詠唱 しました.20の 教訓 と300の 唄 を繰 り返 し
(朗唱 し)ま した.す ば ら しい教典 『シャープ フラガー ン』を読み ま した.50入り
出 る者 に慰め の言葉 を[か けま した].
50(次に)し もべ であるヤズ ダー ン ・シ ャフルヤール は『「教会 の栄光」(に捧げ
られた?)過 失 のない』(とい うタイ トルの賛歌)を詠唱 しました.40の 教訓 と
300の 唄 を繰 り返 し(朗 唱)し ま した.(ま た)教 道者の教典 を読 みま した.
52(次に)し もべであ り,シ ャーハ ー ンの ロウシ ャン ・ペー ローズは プシュヌ
月の一 日の(聖餐の)食卓 で,ソ グ ド語 で2(度),『過失のない』(とい うタイ ト
ルの賛歌)を 詠唱 しました.40の 教 訓 と300の 唄(を 繰 り返 し朗 唱 しまし
た).(また)教 典 『絵解 きの55***』ーを読 み ました.
55(次に)し もべ であ り,シ ャーハ ー ン ・ガー ヒーグ ・ザバ グの ラーイマス
ト・ヤザ ドは,5つ の唄 を詠唱 しました.60の 教訓 と300の 唄(を繰 り返 し
朗唱 しました).教 典 『マ ール ・マーニーか ら』を読 みま した.
57(次に)し もべ であ り,シ ャーハ ー ン ・ガー ヒーグ ・ザバ グの シャー ド ・
ファロッホは10の 唄 を詠唱 しま した.60の 教訓 と300の 唄 を繰 り返 し朗
唱 しま した.(ま た)『活 ける記録(す な わち)福音 書』を読み ま した.
§7b60仏陀であ る御主人様の栄光 に対 して,我 々が死 に当 たる罪人で はあ
りませ ん ように.(も し)戒律 の月 のお勤 めが たっぷ りと十分 に,法 と決 ま りに





































































§1我 々の[生命にも]等しい,優 れた,伎 禰 もてる,立派な,宗教の子
供,(精神的)兄弟であった先輩のフワル ・ザーダグの偉大な栄光に.
(161)
§22(あなたの)しもべ,数 の内にも入 らない(?),最も取るに足 らないし
もべであるシャーフ ・ウィスプフルから.
§33何 度も多 くの挨拶(を送 り),御容赦 と免罪をお願い申し上げます.
§44も しも賢い先輩が秩序ある王国で,栄 光に満ち,す ばらしく,5落ち着






御病気 はしておられません.さ て,老 い も若 きも(?)昼も夜 もあなたがたの
各々には心配することはあ りません.今,あ なたが来 られると言われておりま
す.あ なた様が来 られれば,我 々しもべたちもまた理解力(=精神の目)と(肉
体の)目の両方で10(あなたを)見るで しょう.5日 の命があれば,我 々は(あな
た と我々の間にある?)一つの土地(=距離)を越 えて行 くで しょう.
§6bloそちらの(自分の)魂を愛する(=聴者)首領のくインチュ ・ビル
ゲ ・ティレク〉,首 領の トゥグミシュ ・オルギュ,ア ルパ トミシュ ・サング




りました.お渡 し下さい,誰 のところで何を受け取る場合にも,首領の トゥグ
ミシュ ・互5オルギュ,ア ルパ トミシュ ・サングンとともにいて(=彼らが同席す
るところで?)下さい.(それらを)受取 り,(みんなが)いっしょに持ってきて

















(私は)取るに足 らない足から(頭まで?彼 らの)しもべであ り,先輩たちの もの
であります.
§224〈クトゥルグ ・ティレク〉,シ ャーハーンのダーシン ・ザーダグの栄
光に,挨拶の言葉をお伝え下 さい.
§326アスミシュ王女,バ ク王女,イ ル ・サプミシュ王女,イ ミシュ ・カト
ン王女,オ グラグ王女,残 りの我々の多 くの王女であられるかたがたに御容赦
を(お願いする気持ちを)お伝 え下さい.











後 者 は,原 稿 の段階 でSundemann氏か ら見せ て頂い ていたので,『研究 』の
注釈で言及 し,そ の成果 は利用 され てい る.前 者 はその タイ トルか ら明 らか な
ように,メ ソポ タミア以来の占星術 と手紙の書式(あるいは手紙 に利用 される文
言)の伝統が,中 央アジア及 び中国 にまで伝播 してい ることを指摘 した論文 であ
る.手 紙 に関する部分で問題に されてい るの は,吉 田が扱 った書式 では,「問候
(日本語の原文では挨拶)」に当た る部分 に見 られ るい くつかの表現で,具 体 的に
は 「千 回万 回(の挨拶)」や差 出人が 自分 自身 を 「(あなたの)奴 隷」と呼ぶ こ とな
どで ある.興 味深 いのは,『魏書 』の波斯 国の条 に引用 された,神 亀 中(518～
520)に波斯国か ら北魏 に送 られた国書 の 「波斯 国王居和多千萬敬拝」が,中 世 ペ
ルシア語 の原文 にあ った文言 を反映す るものであ ることが指摘 されてい ること
であ る.
中国王朝 に周辺諸 国か ら送 られた国書が 史書 に引用 されている場合,原 文 の
文言 が忠実 に翻訳 され,そ こか ら原文のwordhlgを推定 で きる ことがある こと
は良 く知 られてい る.同 様の例 はソグ ド語の手紙 にも見いだ されるが,吉 田が
『研究』の付録1で ソグ ド語の書 式 を扱 った際 にはその ことを指摘 で きなかった
ので,こ の場 を借 りて指摘 してお きたい.問 題 の手紙 は開元7年(719)に安国
王の篤薩波提 が送っ た国書 で,『冊府元亀 』巻999に 引用 され てい る.手 紙 の
本文 に先 立つ 冒頭 の書 式の部分 は次の通 りである:「臣是従天主領普天下 賢聖皇
帝下 百万 重草類奴在遠叉手胡脆礼拝天恩威相如拝諸天」.(なお この手紙が ソグ
ド語 の手紙 の翻 訳で あ るこ とに注意 を喚 起 し,差 出人が 自分 を卑 下す る表 現
(164)
を,実 在 のソグ ド語の手紙の表現 と比較 したのは,薬 鴻生『唐代九姓胡与突厭文
化』北京,中 華書 局,1998,p。54が最初で ある.)
差 出人に関 わる表現のうち,「臣是 … 下百万重草類奴」は,MN.....RYPW-
Inykwk蓉tr'βntk「百万番 目の恥 るに足 らない しもべか ら」に対応 するだろ う.受
取人 に関する表現 「従天主領普天下 賢聖皇 帝」の うち 「従天主」は,受 取人 を神
ない しは神 にも等 しい とす る最冒頭 の文言 に対応 するのであろ う.こ の表現 だ
けな らウイ グル語の 伽g亘da(qutbolm旬に も比 較で きる.「領 普天下」はべゼ
ク リクの手紙A,Bに 見 えるprsrw'孝一w'nIy名一k!yZYp't'x蓉'wnw「身体 と生命 を
支配す る 自由 自在 の王 」が類似 す る表 現であ る.「賢聖」な どは ご く普通の美辞
であ る.ベ ゼ クリクの手紙で も「貴 い」を意味す るp'甜n等の形容詞 や,技 能や
才能が優 れている ことを意味す る ヨ'nwxやγnyβlyといった表現が見 られる.中
国皇 帝宛の ソグ ド語の手紙の実例 は知 られていないので,手 紙 に現 われた例 は
ないが,「皇帝」は原文で は 陶'wrであ ったで あろ う.
残 りは挨拶 の部分 で,「在遠」はMNδwrz'yhの翻訳 であ るこ とは間違い な
い.「叉手胡脆礼拝」には,prβrtδstw'sp'tz'nwkw㎜'cwβlymのような表現が対
応す る.こ の ままの表現 は在証 されてい ないが,各 構成部分 はべゼ クリクの手
紙 に実在 する.ま た 「天恩」は,受 取 人 を 「神 」と比 較す る手紙Aの 挨 拶部分の
表現 ㎞'幅wy助y'ky「奇跡的 に神聖 な神格 」に比較 で きるだ ろう.さ らに 「威
相」はpmに 関 わる βr'z'Rt'kwRB㎞「輝 く偉大 な栄光」に対応す る.「相」とい
う漢字が ソグ ド語 のpmに 対応す るのは,仏 教 ソ グ ド語 で もマニ教 ソグ ド語で
も一般 に見 られることであ るが(c£P.Blyder,丁加Ch'ηω8伽 η@7〃纏oηqプ1吻η'一
c肋爾 〃3,Bokf6rlagetPlusUha,1985,pp.128-134),この ような世俗 の文献 に もそ
れが現われ るこ とは興味深い.最 後 に「如拝諸 天」にも対応 す るソグ ド語 の表現
が ある.最 もよ く似てい るのは「古代書簡」にあ る'YKZYZKy耳Mwβγ"nwβyrt
「ち ょうど神 々 に(敬 意が)捧 げ られ るよ うに」であ る.[吉 田]
(165)
第三章 ウイグル語のテキス トと和訳
まず最初 に,以 下 に掲 げるウイグル語 の手紙5通(D,E,F,G,H)のテキス ト
転 写システ ムと,翻 字 ・転写 ・翻訳で使われ る記号 などの説明 を与 えてお く.
テキス ト転写








*Y1予,fi,q/q,X/Xはそ れ ぞ れ文 字 γ,n,q,xの左 側(ウ イ グル 文 字 を縦
書 き と み る)に1点 な い し2点 の 補 助 記 号 が あ り,夏,ZIZはそ れ ぞ れ
文字9,老の右 側 に1点 な い し2点 の補 助記 号 が付 され て い る こ とを示
す.g1亘 磁 は語 末 で尻 尾 が真 下 に 力 強 く長 く伸 びて い る もの.gは
フ ッ ク の ない 彦を示 す.可 は 使 用 しな い.
母 音Vowels
ロロ ウ ロコ コ の ロコ いa興aa1100{UU聴
*原則 と して機 械 的翻 字 を しない 本稿 で はeを 使 用 し ない こ とに注 意 .































破 損 して 完 全 に欠 け て い る文 字 を推 定 復 元 した もの.
Le髄elspaltlypreservedandresto欝edwithcerta血ty.
残 画 よ り確 実 に復 元 で きる文 字.
Le旋ersnotclearlyleg重bleoronlypartlypreservedwhoset臓ces
mayalsobe血teΦleteddifferendy.
提 出 され た 読 み が 残 画 と矛 盾 しな い こ とを示 す.た だ し他
の 読 み の 可 能 性 を排 除 しな い.
Co可ectulednumberofiettersinada皿agedpart.
破 損 個 所 の 文 字 の 概 数 。
DaInagodpartwhosenumberofleUerscannotbeco口jectu爬d,
破 損 して い て,文 字 の 概 数 も不 明.
Damagedpartofundetem亘nedexb巳nt,at出ebeginningofaline.
行 頭 が破 損 して い る場 合,破 損 の 大 き さ は不 明,
Damagedpartofundetem血edextent,attheendofaline.
行 末 が破 損 して い る場 合,破 損 の 大 き さは 不 明.
Approxima軸3numberofvisiblebuti1夏egibleletヒers.
残 画 が あ る が復 元 で き ない 箇 所 の 推 定 文 字 数,
Letteτsaddedsecondarilyrigktorleftoftheline,orinthemargin.
行 間 な い し欄 外 に付 加 され た 文 字.
Lettersomi枕edbymistakeorasusual,butresto鵬dbytheeditor.
誤 っ て書 き忘 れ られ た 文 字,あ る い は習 慣 的 に書 か れ ない 文 字.
Visibletracesoflet㎏rsdeletedortobedeieted.
原文 か ら削 除 さ れ て い る,あ るい は 削 除 され る球 き文 字.
Approximabenumberofdele電edle賃els.
原 文 中 で抹 消 され て い る箇 所 の推 定 文 字 数.
一 筆 で連 続 して書 か れ て い る が 、複 数 の 要 素 に分 か れ る もの.
た だ し,所 有 語 尾 や複 数語 尾 や格 語 尾 は含 ま ない.
Sep則aUon沁onewoldexcepta伽rZ,o面nalfomusedinamedial
POSIhon・
分 か ち書 き(た だ し語 中 のzは 除 く)な い し語 中 の語 末 形.











翻 訳 を分 か り易 くす る ため に原 文 に補 っ た箇 所,あ る い は
翻 訳 者 に よる 説 明 や 言 い替 え.
Co】鵬spondingexplessionin.廿1eoriginaltexし
翻 訳 され て い る単 語 や 文 句 の 原語 を明示 す る もの.
Missing,iUegible,orincomprehensiblepar鵬.
原 文 が 破 損 して い た り,読 め な か っ た り,解 釈 で きな い 箇 所.
手 紙D[81TB65:4]







































Ol)〃〃//〃〃/〃 〃 〃///〃〃〃/〃 〃 〃〃 〃///〃/〃〃//〃/〃〃
02)私 たちのかす かな言上(;御 手紙).
03)[遠い土地 よ り]近い心 で,善 く考 える者(=善 友=友 人)が
04)〃〃〃 〃〃 〃 心 を熱 くし,親 愛 の情 を込めて,謹 んでお伺い を致 し
05)〃 〃 〃//〃あ なた は平穏 で しょうか.私 たち もこの手紙 を
06)書いてい る時点 までは,無 事息 災であ ります.今(こ の)手 紙 で
07)できるだけ多 くの言葉 を送 りま しょう.バ イ=ア ルス ラン尊長が
08)やって来 ま した.ど ん な[種 類の言葉(or用件?)も]今 私 どもは全 て諒解
しました.
09)あなた方が 「私 たちは 〃 〃〃 〃取 っ て(?)互 い に持 ち寄 ろう」と言 ってい
るそ うです ね.
10)あなた方 〃 〃 〃〃 〃〃 〃〃 〃〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃〃 〃 持ち寄 る.
ll)チュル ク(ト ルコ)[語?の 諺?が]あ る:「よい香料 の効 き目は燃 焼 〃 〃〃
12)〃/〃 〃 〃 〃/の名 前(or名声)は 聞かれる.高 い山の
13)〃/〃〃〃/〃 〃 〃//〃〃 の霧 は現 われ る.」 以上 のように
(169)
14)/〃///〃〃/〃/〃 〃〃 どんなにか良いあなたのお考 えを全て
15)私た.ちは知 りま した.今 日より以後,あ る評判 の良い隊商 を見つ けた ら
16)如何 な るあ なたのお言葉(orご用件?)で あれ,そ の まま来 させ て下 さい.
私 たち も
17)与えるで しょう(01支払 い ましょう?).(今)隊商が急いで 出立す るので,
手紙 を
18)空(から)には しません.〃 〃〃〃 どこか らどこへ(orどこに どの よ うに?)
行 こ うと(orいようと)
19)その ように/〃 〃/〃〃/〃 〃 〃〃///の手 より(直接 に)受 け取 りな さい.
さ らに
20)どんな[種 類 の言葉(or用件)で も]も しあ れば,バ イ;ア ルス ラン尊長が
v1)持ってい くで しょう.〃 〃〃〃〃〃〃/〃〃見せ てや りなさい.そ のために
v2)手 紙 を私た ちは送 りま した.無 事 に
v3)届 くべ し.
手 紙E[81TB65:5]














(8)F・曲i・tid・・eeTM・ ゴy…,A5吻 ・・試加 肋 。η げ σ'8ゐ。.〃耽 伽'、 溺.一,一R。,,。,伽。
∫o〃昭 伽 ηjc加εα露ハ4α言e7`α`3α跨4皿 θ`rH'5重or諺cα置βαc丸8ro蹄η4。一一。In:Mεη20か5ρプ洗θFαcπ∫リノ
げLθ 跡θr5,0∫α肋 ση'vεr5'置y31/32,1991,p.92,n.105.


















































00)/〃/.〃〃 〃/〃〃//〃〃 〃〃 〃〃/〃/〃 〃/〃 〃/〃〃
01)シ ャーハー ン〃 〃〃 〃〃 が
02)/〃 〃〃 〃 〃〃 〃//謹んで言上 申 し上 げ ます .私 の罪 を
03)[赦し賜 え.貴 殿]の 御心 は よろ しいですか.御 身体 は軽や かです か.
04)[いかが で]い らっ しゃいます か.お 元気 でい らっ しゃった ことを
05)[お聞 き致 しま して]非 常 にお喜 び甲 し上 げてお ります.
06)[できるだけ多 くの言上 を]私 た ちは申 し上 げ ましょう.あ なた様の
07)〃〃//〃〃 〃 いか に時宜 を得 たあなたのお言葉であれ
08)〃/〃〃〃/〃〃 〃〃 あ なたのお手紙が来 なか ったので,私 た ちの気持 ちは
09)[先ほ どまでは悪 か っ]た.(し か し)今,お 手紙 を見 て
10)〃/〃/[私たちの気持 ちは]よ くな りま した.あ なたの悪 感情(?)は
この ように
lr)〃/〃/〃〃/〃 〃/聖 なる慕 閣 をは じめ とす るマニ僧 たち全 ては
12)〃 〃 〃〃/〃 〃/〃 〃/〃/〃 〃 .ま た何か言 うべ き必要が
13)[あれば]〃 〃 〃〃 〃(を)来 させ よ.沙 弥 を送 るな.消 すべ き
14)/〃 〃〃 〃 〃〃/〃 来れば,私 たちが取 って送 りましょう,そ れ
15)/〃/〃 〃/〃 〃/私 は言 っておいた.あ なたが信用 しない
16)〃/〃〃/〃 〃〃 全 てあなたは知 っていたので しょうか .何 も
17)〃〃〃/〃 あなたが 〃〃〃 していないのは,私 に偽 って(?)なのか.手 紙
18)/〃/〃/〃 〃/〃 供養像 は見事 である,一 つの用件
19)〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 あ なたのお手紙が来 た.そ の用件 を見 れば
20)〃/〃 〃〃 〃/し続 けて(orに滞在 して),ど うにか して私 は知 りたい.
あなたの方へ
21)/〃 〃〃 〃〃/無 事 に脱 け出 した者 はい ますか.
22)〃〃 〃〃 〃〃 〃〃 〃 です か,あ なたは.ど こに私たちの
23)/〃/〃/〃 〃 〃/〃 たちに奉仕 した こと(が あるのか?).こ ち らに来 て
(172)
24)/〃/〃.〃/〃〃/〃 〃 奉仕す る者 はいない.た だキ リだけが奉仕 す る
25)〃〃 〃〃 〃/〃 〃/送 り物 を送るな 転 テ ィレックの手 にて送 れ.
26)〃 〃〃〃/〃〃/のゆえに,そ の送 り物 を私たちは送 らなか った.ク トル グ
27)!〃/〃 〃 〃〃 〃//〃〃 私たちの友 人のイ トにも謹んで
28)[お伺 い を]致 します.そ のため に(こ の)手 紙 を私 たちは送 りま した.
29)〃 〃 〃/〃 〃〃/〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃聖 なる尊長 に謹 んで言上
30)[申し上げ ます.]〃 〃 〃〃 に も私 はお伺い します.
手 紙F[81TB65:6]




















































































































01)〃〃 〃 〃〃 〃〃 〃 〃1〃〃 〃 〃1〃〃 〃 届 くべ し,尊 長殿へ.






03)「 の言 上(=手 紙).
04)〃〃〃 〃〃/〃/〃 〃〃//〃〃 心 を熱 くし,親 愛 の情 を込 め,謹 んで言上
05)[申し上げ ます].罪 よ り解放 されます よう,(神の)お許 しを懇願致 します.
06)〃〃/〃 〃//〃/〃〃/私 の罪 を赦 し賜 え.聖 な る尊長 も
07)/〃!/〃〃 〃 〃〃/〃 高 昌国 に滞 在 して,毎 日,御 自身
08)/〃/〃/〃 〃 〃/〃〃/〃/ど んな に平 和で ございま しょうか.私 たち
09)1〃 〃〃 〃〃 〃/申 し上げ ます,私 た ちは.今,言 上
10)/〃/〃 〃 で きるだけ多 くの言上 を私た ちは 甲し上げ ま しょう.
11)1〃 〃〃 〃 〃/〃 私たちの言上が あれ ば,隊 商毎 に
12)〃 〃〃 〃〃〃 〃 到着 してい ますか.預 けてあった物 を取 るため私た ちは
送 りました.
13)〃/〃 〃 〃1〃〃 回 らない/〃 〃 〃 は生起 しないだろ うと私た ちは考 えま
した.
14)〃〃/〃 〃 〃/〃 〃 ようにな った.も し準備(?)し て いれば,一 つの言葉
(or用件?)
15)〃 〃〃 〃 〃〃 〃 私たちの気 持ち は,先 ほ どまで は悪か った.あ なた を
16)〃 〃 〃〃 私たちは 〃〃〃 してはいなかった.そ の ように時宜 を得た言葉
(or用件?)も
17)〃 〃 〃〃 より生起 しなかった.私 た ちの気持 ちは良 くなった.
18)〃 〃 〃〃 〃 御 身体 を保 ち,そ の ように留 まり,
19)〃1〃 〃 〃〃 〃/〃 〃1〃/そ の ような言葉 に対 し,支 持 を
20)/〃/〃 〃〃 〃〃 〃 〃/〃/〃 あなたに届 けば,誰
21)〃〃〃 〃〃 〃〃〃 す るな.こ れ らの言葉(or諸用件?)を 全 て私たちは
聞きま した.
22)〃 〃〃〃〃 〃私 たちは送 りましょう」と言 うな らば,一 つの飲 ませ るべ き
ものに一 つ
23)〃〃〃 〃 〃〃 安 くなった時 に私 たちが 買って送 るで しょう.
(175)
v1)/〃/〃 〃 〃 何 らかの私た ちの苦労 を話す で しょう.
v2)〃〃〃〃 〃〃 なれば(orあれば?),あ なたたちであれば(orがいれば?),
また
v3)/〃/〃 〃 〃〃 〃〃 〃/〃 私 たちにあなたのお手紙
v4)/〃/〃 〃/〃 〃/〃/し な さい.私 たちは/〃 〃/〃 」とい って,お 前 に
v5)〃〃 〃 〃〃 〃〃 送 ったのか」とい って手紙が来た.そ の
v6)/〃/〃/〃 〃 〃〃/ま た私 たちは手紙 を送った.あ な たはうま く
v7)/〃〃〃〃〃 与 えなさい(or支払いな さい?).私 たちの送 り物 は,一 袋の
//〃〃 袋
v8)/〃/〃 〃/〃 〃/と て も小 さい袋で ある.そ れを皆 さんに(orそれ を
あ なたの妻?)
v9)/〃 〃 〃//〃〃〃/〃 〃 私たちは言上致 しま した.
vlO)〃 〃 〃〃 〃〃/〃//〃/私 は謹 んで言上 申 し上 げ ます.
手 紙G[81TB65:7]








01)インチュ=タ シュ尊長殿へ.ク トルグ王子 〃〃//〃〃〃〃〃/[あなた様 は]
02)平安 で ござい ますか 。私たち も家畜群,荷 駄獣 と共 に 〃〃/〃〃〃 〃〃/〃

























01)/〃〃 ノ私 たちか らの[お手紙].私 たちの母で あるテユズ ユ ン=
テ ングリム=タ ルカ ン
02)[様に]〃 〃 〃/〃 〃〃 〃/〃 〃 御子息 たちに謹 んでお伺 いを
03)[致します.]「神 々よ,(私 の)罪 を許 し給 え!」(or神々=選 ばれ し者 たち
ニマニ僧 たちの罪 を許 され よ!)私 たちの母テ ング リム=タ ル カン
04)〃〃〃 〃〃 〃 〃 か。イル=ク タル ミシュが来 て,テ ング リムの
05)〃〃〃 〃/〃 〃1マ クは来なかった.〃 〃 〃〃 私 たちは満足 した.イ ル
(21)Uighuryz∫απα甜αrxjrzα<Pa曲ianyα忽 伽 ゐ∫畝ア海rz∂,cf.BTT5,pp.29-30,66,90.Onthe
む㎜sladonseeSunde皿a㎜apudlわ14.Ontheo由erhand,Yoshidaisoftheopi皿ion血a田1is







06)〃 〃〃 〃(あなたたち には)〃〃 ノ〃/し ないで もらいたい.送 り物 を送 る
こ とが私た ちは出来 なか った.
07)/〃/〃 〃 〃[そ れゆ えに](この)手 紙 を私 たちは送 りま した.
補 注
手 紙Cに つ いて:27行 目に見 える'ysyk'δkwtwtwγ'wyk'(=isig記g侃otoq
6ga)という人物 は,ト ゥル ファン出土のい わゆ る第一棒杭文書,15行 目に現わ
れ るイル=オ ゲ シ(el6gasi)即ち宰相 の位 にあったイシ ック=エ ドゥギュ=ト
トク=オ ゲ=エ ル=カ ヤ(isig註dg批otoq6gaelqaya)と同 じ名称 を持 っている.
F.W.K.M皿er,"ZweiPfahhnschdftenausdenTulfal血nden."(肋肋 雇1槻86η6θr
Prθ礁5∫ch8π〆伽4θ〃3∫θ4θrW臨∫θπ∫chρ吻 η,PhiL-hisしKlasse,1915-3,38p.,+1p1.)に
よって 有名 となった ウイ グル語 の第一棒杭 文書 と第三棒杭 文書 について は,
2001年に発表 され る予定の拙稿"UighurBuddhistS櫨eInsc加dons丘omTurεan"
で詳 しく読 み直すので,こ こで は詳説 を避 けるが,私 はエル=カ ヤのみが純粋
の個 人名であ り,そ の前 に来 るイシ ック=エ ドゥギュ 霜 トトク=オ ゲ はイル
=オ ゲ シとは別の カテゴ リーの称号で はないか と考 えている.い ず れにせ よ,
両者が 同時代 の西 ウイグル王 国で活躍 した重要 人物 であるこ とは間違 いないと
ころで,同 一人物で ある可能性 も十二 分にある と言 えよう.[森安]
手紙Hに ついて:t賎z"mngl㎞と登qanとの問 にqu血gaがないので,こ こで
切 れるので はな く,テ ユズ ユ ン 冨テ ングリム=タ'ル カ ン と続いてお り,そ の
直後 ない し1単 語 を挟 んでq面ngaがあった と考 えた.こ の読 みが正 しければ,
これまで男性 に しか使 われない と考 え られて きた称号の タルカンが,高 位 の女
性 に も使われ ることを示す実例 となる.[森 安]
(178)
